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物事を多面的・多角的に考え、議論する道徳科学習指導の工夫 
― 「子どもの思考の技法」を活用した話合い活動を通して ― 

 

世羅町立世羅小学校 野中 大輔 

 

研究の要約 

本研究は、「子どもの思考の技法」を活用した話合い活動を通して、物事を多面的・多角的に考え、議

論する道徳科学習指導の工夫について考察したものである。文献研究から、物事を多面的・多角的に考

え、議論するためには、自分と違う立場や多様な感じ方、考え方に触れ、道徳的価値に関する問題に対す

る、他者の判断の根拠や心情等を、他者と対話したり協働したりする中で問い合い、違う考えの中に共通

点を見いだしたり、本当に価値を実現できるのはどういうことなのか吟味し合ったりする等して、比較、

検討することが大切であると分かった。そこで、児童が他者と対話を繰り返しながら考えを吟味すること

ができるような指導の工夫として、児童の話合いにおける思考力と対話力と教員の指導の課題を分析した

上で、「子どもの思考の技法」を観点として活用した話合い活動を中心とした学習指導を行った。その結

果、物事を多面的・多角的に考え、議論する道徳科学習指導の工夫の一助となった。 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説特別の

教科道徳編（以下「解説」とする。）では、「物事を

多面的・多角的に考える指導のためには、物事を一

面的に捉えるのではなく、児童自らが道徳的価値の

理解を基に考え、様々な視点から物事を理解し、主

体的に学習に取り組むことができるようにすること

が大切である。」1)と示されている。 

所属校の全校児童を対象とした「道徳アンケート

調査（令和５年１月実施）」では、「友達と話合うな

どして、自分の考えを深めたり、広げたりしてい

る。」の質問項目において、「よく当てはまる。」と

回答した児童は61.2％であった。また、教員を対象

とした、「児童が友達と話合うなどして、自分の考

えを深めたり、広げたりするような学習の工夫をし

ている。」の質問項目について、「よく当てはま

る。」と回答した教員は、25.1％であった。ここ

に、話合い活動についての認識の差が生じている。 

学習意識調査（令和４年度５年生児童を対象に実

施）の「授業では、自分の考えを積極的に伝えてい

ます。」の肯定的回答は、96.1％であった。これに

対し、令和５年度全国学力・学習状況調査の児童質

問紙（同一集団を対象に実施）の「自分と違う意見

について考えるのは楽しいと思いますか。」の肯定

的回答は、69.1％となっており、広島県の平均値を

7.5％下回っている。この結果から、話合い活動

が、自分の考えを伝えることに終始し、他者と意見

や質問を交わしながら物事を多面的・多角的に考

え、議論する活動になっていないのではないかと考

える。 

 河野哲也（2014）は、対話型の授業について、子

供の成長に役立つ優れた評価法を開発していくべき

であると述べており、対話の効果を測る評価を試み

ている(1)。その中で、他人の立場に立って発言を検

討することや他者の発言とうまく絡んだ議論ができ

ているかなど、他者との関わりについての評価もす

べきであると述べている。 

 坂本哲彦（2024）は、道徳科の場合、扱う対象や

内容は、他教科、領域に比べると、感覚や感情、生

活、経験などのように、思考の論理や筋道などが目

に見えにくいものが多くなり、誰もが参加し納得で

きる学びがいのある授業になりにくいと述べ、子供

たちが話し合うときの有効な方法として、「子ども

の思考の技法」を提案している(2)。 

以上のことから、河野の対話型授業の評価の視点

を基に児童の話合いと教員の指導の課題を分析した

上で、坂本（2024）の「子どもの思考の技法」を、

課題に応じて効果的に取り入れた話合い活動を行え

ば、他者と意見や質問を交わしながら物事を多面

的・多角的に考え、議論する道徳科の学習指導の工

夫になると考え、本研究の主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 物事を多面的・多角的に考え、議論する道徳科

学習指導について 

(1) 物事を多面的・多角的に考えるとは 

「解説」には、「よりよく生きるための基盤とな

る道徳性を養うためには、児童が多様な感じ方や考

え方に接することが大切であり、児童が多様な価値
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観の存在を前提にして、他者と対話したり協働した

りしながら、物事を多面的・多角的に考えることが

求められる。」2)と示されている。 

 また、道徳科における児童の学習状況及び成長の

様子についての評価について「解説」には、児童が

一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展さ

せているかどうかという点について、「道徳的価値

に関わる問題に対する判断の根拠やそのときの心情

を様々な視点から捉え考えようとしていることや、

自分と違う立場や感じ方、考え方を理解しようとし

ていること、複数の道徳的価値の対立が生じる場面

において取り得る行動を多面的・多角的に考えよう

としていることを発言や感想文、質問紙の記述等か

ら見取るという方法が考えられる。」3)と示されてい

る。 

赤堀博行（2017）は、「道徳的価値やそれを含ん

だ事象を一面的に捉えるのではなく、多面的・多角

的に考えることが大切です。つまり、自分の考え

方、感じ方の他にも、多様な感じ方、考え方がある

ことを知り、それらと自分の考え方、感じ方を比較

したり、検討したりすることによって、道徳的価値

についての自分の考え方、感じ方のよさや課題を把

握することができるのです。」4)と述べている。 

これらのことから、物事を多面的・多角的に考え

るとは、自分の感じ方や考え方以外にも、多様な価

値観があることを前提とし、他者と対話したり協働

したりしながら、比較、検討することを通して、道

徳的価値に関する問題に対する判断の根拠や心情を

様々な視点で捉えたり、自分と違う立場や感じ方、

考え方を理解しようとしたり、複数の道徳的価値の

対立が生じたときに取り得る行動を考えたりするこ

とであると捉える。 

(2) 考え、議論するとは 

 中央教育審議会（平成26年10月21日）「道徳に係

る教育課程の改善等について（答申）」には、「多様

な価値観の、時に対立がある場合を含めて、誠実に

それらの価値に向き合い、道徳としての問題を考え

続ける姿勢こそ道徳教育で養うべき基本的資質であ

る。」5)と示された。それを基に、「解説」では、「発

達の段階に応じ、答えが一つではない道徳的な課題

を一人一人の児童が自分自身の問題と捉え、向き合

う「考える道徳」、「議論する道徳」へと転換を図

る」6)ことが示されている。 

柳沼良太（2017）は、「「考え、議論する道徳」と

は、「主体的・対話的で深い学び（アクティブラー

ニング）」に対応した道徳授業」7)であるとし、「「対

話的な学び」にするためには、子どもが道徳的な問

題についてさまざまな他者との対話を通して、多面

的・多角的な見地から考え発展させていくことが重

要になる。」8)と、「考え、議論する道徳」につなが

る指導の在り方について述べている。 

また、西野真由美（2017）は、議論について、

「子どもたちの相互交流から価値への探究を共にめ

ざすようなかかわり合いを生み出すためには、「へ

え、いろいろな考えがあるな」で終わる話し合いで

は十分ではない」9)ことや、「ただ相手の考えを無批

判に受け入れているだけでは、ほんとうの対話は生

まれない。」10)ことを強調し、対話や話合い活動が一

方的な意見表明の場ではなく、「なぜ、そう思う

か。」を問い合い、違う考えの中に共通点を見いだ

したり、本当に価値を実現できるのはどうすること

なのか吟味し合ったりすることで議論が活性化する

ことについて述べている。 

 これらのことから、本研究における物事を多面

的・多角的に考え、議論するとは、自分と違う立場

や多様な感じ方、考え方に触れ、道徳的価値に関す

る問題に対する、他者の判断の根拠や心情、取り得

る行動等を、他者と対話したり協働したりする中で

問い合い、違う考えの中に共通点を見いだしたり、

本当に価値を実現できるのはどうすることなのか吟

味し合ったりする等して、比較、検討することとす

る。 

 

２ 「子どもの思考の技法」を活用した話合い活動

について 

(1) 「子どもの思考の技法」を活用することの意義 

西野（2017）は、物事を多面的・多角的に考え、

議論することについて、「「いろいろな意見が出され

た」ことをもって多面的・多角的な思考が深まっ

た、と単純にとらえるのではなく、「見方・考え

方」の深まりをめざすという視点をもって、道徳的

な問題や諸問題の理解にかかわる多面的・多角的な

思考の進展を生み出す学習活動をデザインしていく

こと」11)と述べている。また、多面的・多角的な思

考を促すためには、思考をアクティブにする問いが

重要であるとし、それを考えるための足場にして、

教師と児童、または児童同士が互いの思考を共有す

ることができるようにすることが大切であると述べ

ている。 

新川靖（2018）は、「児童生徒自身に多面的・多

角的に考える視点を身に付けさせ、それらの視点を

自らが選択して問題について思考し、考えを吟味す

ることができるようにしていく必要があるのであ

る。」12)と述べ、子どもたちが物事を多面的・多角的

に考えるための視点を明らかにし、それを児童生徒

に示して、繰り返し活用させていくことが必要であ

ると主張している。また、坂本哲彦（2024）は、物

事を多面的・多角的に考える学習にするための方法

として、「子どもの思考の技法」（10種類の思考の技

法と30種類の観点）を活用することが有効であると

し、「子どもの思考の技法」を話合いの観点として

活用し、何について検討するのかを明らかにした、
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意見交流の場を意図的に授業に位置付けることが大

切だと主張している。 

 これらのことから、児童に物事を多面的・多角的

に考え、議論させるために、「子どもの思考の技

法」を観点とした話合いを中心とし、他者と対話し

ながら考えを吟味させることが有効であると考え

る。表１に「子どもの思考の技法」を活用した話合

いの観点を整理した。 

 
表１ 「子どもの思考の技法」を活用した話合いの観点(3) 

比較 
①理由を比べ合う 

・自分の考えに似ているところやちがうところはあるか。 

選択 

②納得した解を選ぶ 

・それぞれの意見の中で一番納得できる考えは何か。 

③新しいアイデアを考える 

・もっとよい考えはないか。 

抽象化 
④仮定する 

・もしも○○だったら、どうなるか。 

具体化 
⑤例示する 

・例えば○○と考えられるのではないか。 

結果 

検討 

⑥原因を問う 

・どうして○○（登場人物）は、○○したのだろうか。 

⑦視点を移動する 

・別の○○（登場人物）の立場で考えたらどうか。 

課題 

把握 

⑧問題提起する 

・この話（読み物教材、資料等）の問題となっているのは何

か。 

想起 

⑨経験を想起する 

・これまでに似たような経験はないか。 

⑩知識を想起する 

・この話（読み物教材、資料等）について知っていることはな

いか。 

人の 

理解 

⑪登場人物について理解を図る 

・○○（登場人物）がしたことについてどう思うか。 

⑫他者について理解を図る 

・○○（登場人物、友達等）の考えに共感できることはない

か。 

⑬人間について理解を図る 

・なぜ○○することができないのか。 

自己 

理解 

⑭自己評価する 

・これまでの自分はどうだったのか。 

⑮今後の目標を設定する 

・これから大切にしていきたいことは何か。 

 

(2) 「子どもの思考の技法」を活用した話合い活

動とは 

河野（2014）は、一方的な見方や考え方に偏った

意見交換は対話とは言えないと主張し、他者との対

話の中で、物事に対して多元的に思考することが重

要であることを述べている。これについて、多元的

思考を、対話型授業の評価の観点として、三つの思

考の側面に整理している。表２のような思考が働い

ているかを、河野（2014）は、振り返り等の記述で

の評価を基に見取っている。 

また、多元的な思考は、自分とは異なる価値観を

もった他者と意見や質問を交わしながら一緒に探求

する対話を通して、より触発されると述べており、

児童の記述には表れない、対話の様子を評価するた

めの観点も、表３のように整理している。 

河野（2014）は、授業の中で行われている対話

が、子供の思考力と対話力の発達を促すものになっ

ているかを検証するために、表２、３の視点を基に

対話の効果を測る評価を行い、指導の改善を行うこ

とが重要であると述べている。 

 
表２ 対話型授業の評価の思考の側面を評価する観点(4) 

思考の

側面 
評価の観点 

批判的

思考 

・説明（言葉の定義、意味の明確化）をしている。 

・根拠づけ（正しい根拠や理由、反例）をしている。 

・分析（要素への分解、比較、対照、分類等）をしている。 

・論理性(論理的な展開、反例、批判、演繹、帰納等)がある。 

・反省性（議論を通した考えの点検、修正）がある。 

創造的

思考 

・新しい考えをだしている。 

・仮説を立てている。 

・他の可能性や代替案を提示している。 

・想像や比喩、架空の事例を思いついている。 

・アイデアを展開できたか。 

ケア的

思考 

・議論している内容の価値を理解している。 

・他人の反論や疑問を尊重している。 

・自分以外の立場の視点に立っている。 

・自他の感情への配慮をしている。 

・自分の発言が他に及ぼす影響を意識している。 

・議論の成果に目を向けている。 

・議論を展開したり深めたりしようとしている。 

・他人の発言を適切に評価している。 

 

表３ 対話型授業の評価の対話の様子を評価する観点(5) 

 

新川（2018）は、河野が表２、表３のように整理

した対話型授業の評価の観点を活用した集団での検

討や吟味を、物事を多面的・多角的に考えることを

目標とした道徳科の授業の中で活用すべきであると

述べている。このことから、筆者は、河野が述べて

いる、対話の中で働く評価の観点を、物事を多面

的・多角的に考えるための観点として捉えて研究を

進める。また、話合い活動における児童の実態、教

員の指導の課題を分析するために、表２、３を基

に、アンケート調査項目として児童、教員に示すた

めの観点を次頁表４に整理した。 

本研究における「子どもの思考の技法」を活用し

た話合い活動とは、表４を活用したアンケート調査

を基に、児童が話合い活動を中心とした対話を通し

て、どのような思考を働かせているか実態を捉えた

り、それに関わる教員の指導の課題を捉えたりし、

その分析に合わせて「子どもの思考の技法」を活用 することである。

対話の 

様子 
評価の観点 

参加度 

・発言（質問、反論なども含む）の回数 

・他の生徒への質問やコメントをしようとしている。 

・議論を展開し深めるような発言を行おうとしたか。 

・議論が行き詰まったときには方向を変える発言や角度を変

える発言をしようとしたか。 

協力 

・他人の発言を考えながら聞こうとしたか。（言語的・非言語

的反応の両方を含む） 

・他人の立場に立って発言を検討しようとしたか。 

・他人の発言に助け船を出したり、補助してあげたりしよう

としたか。 

・他の生徒が話すのを促そうとしたか。（言語的・非言語的反

応の両方） 

・他の生徒の発言とうまく絡んだ議論ができたか。 
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表４ 話合い活動における児童と教員の指導の課題を分析す

るための観点(6) 

 観 点 

思

考

力 

①自分と友だち、登場人物との考えの共通点を見つけている。 

②自分と友だち、登場人物との考えの相違点を見つけている。 

③新しい考え（アイデア）を見つけている。 

④新しい考え（アイデア）友だちと協力して考えている。 

⑤「もしも自分だったら。」と考えている。 

⑥「例えば、」と詳しく考えている。 

⑦自分の意見の理由も考えている。 

⑧ちがう（登場人物、友だち等）立場から考えている。 

⑨自分の知っていることや、経験を思い出しながら考えている。 

対

話

力 

①自分の意見を進んで発言している。 

②話の話題を提案している。 

③友だちの話を最後まで聞いている。 

④友だちが困っていたら、参加できるように手助けをしている。 

⑤相手の意見に対して、質問や感想、反論をしている。 

 

(3) 「子どもの思考の技法」を活用した話合い活動

をするために 

 本研究では、児童と教員の話合い活動に対する認

識の差が生じている要因は何かを明らかにするため

に、表４の「話合い活動における児童の実態と教員

の指導の課題を分析するための観点」を基に、児

童、教員に対して、道徳アンケート調査（別添資料

１）を行う。 

  河野（2014）は、児童の対話の実態を評価するた

めには、思考力のみを記述的に評価するだけでは不

十分であると述べており、実際の児童のやり取りや

振る舞いなどの対話の様子について、授業の動画記

録を使って、児童の思考力と対話力、教員の指導の

課題を分析する。また、本研究では、それを基に他

者と対話を繰り返しながら考えを吟味することを通

して物事を多面的・多角的に考えさせる、「子ども

の思考の技法」を観点とした話合いを中心とした道

徳科の学習指導の工夫を行う。 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

道徳科の授業において、「子どもの思考の技法」

を活用した話合い活動を中心とした議論を行えば、

児童は、物事を多面的・多角的に考えることができ

るだろう。 

 

２ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法について、表５に示す。 

 
表５ 検証の視点と方法 

検証の視点 検証の方法 

児童は道徳科の授業におい

て、「子どもの思考の技法」を

活用した議論を通して、物事

を多面的・多角的に考えるこ

とができたか。 

・道徳アンケート調査 

（別紙１児童用、別紙２教師用） 

・ワークシート、ノート等の児童

の記述 

・動画撮影 

 

Ⅳ 本研究における「子どもの思考の技法」の活用 

１ 話合い活動における児童の実態と教員の指導の

課題分析と考察 

 道徳アンケート調査（別添資料１）を事前に行っ

た。その結果から、下位の回答結果三つを児童の話

合い活動における課題であると捉え、表６に示し

た。また、併せて同項目における教員の回答につい

ても示し、その比較を行った。 

 
表６ 事前アンケート結果 

対

象 
質問項目 

回答 

肯定 否定 

児

童 

(4)友だちと話し合うときに、協力して、新し

い考えやアイデアをつくっていますか。 
83.2％ 16.8％ 

(6)自分の考えを伝えるときに、「例えば、」

と詳しく考えて、伝えていますか。 
76.4％ 23.6％ 

(14)友だちの意見に対して、質問や感想、反対

の意見を伝えていますか。 
82.3％ 12.7％ 

教

員 

(4)友だちと話し合うときに、協力して、新し

い考えやアイデアをつくらせていますか。 
100.0％ 0.0％ 

(6)自分の考えを伝えるときに、「例えば、」

と詳しく考えて、伝えさせていますか。 
50.0％ 50.0％ 

(14)友だちの意見に対して、質問や感想、反論

を伝えさせていますか。 
0.0％ 100.0％ 

 

(4)の思考について坂本（2024）は、「比較」によ

って共通点と相違点を明らかにし、複数の対象の中

からよりふさわしいものを判断し選んだり、新たな

考えを創造したりする思考が「選択」であるとして

いる。このことから、「比較」、「選択」の二つの

「子どもの思考の技法」（以下、【観点】と記す。）

は関連している。事前アンケート調査では、教員の

肯定的な回答100.0％に対して、児童の肯定的回答

は83.2％に留まっている。教員が「比較」、「選択」

の【観点】を意識し関連付けながら、児童に道徳的

価値について考えさせる指導を行うことで、数値は

さらに向上するのではないかと考えた。 

 (6)の思考についても、坂本（2024）は、「例え

ば、」と具体的に思考するためには、文脈、関係、

経緯の一部を意図的に変更、置き換えて思考を試み

るという仮定的な思考が大切であるとし、「具体

化」と、「抽象化」とのつながりがあると述べてい

る。「具体化」、「抽象化」の思考を通して、児童

は物事を様々な事柄と関連付けながら多面的・多角

的に考える力を身に付けるのではないかと考える。

事前アンケート調査回答結果から、本学年の児童

は、自分の考えと様々な事柄を関連付けながら様々

な視点をもって考え、伝える力が不十分なのではな

いかと考えた。 

 これらのことを踏まえ、児童の話合い活動の実態

と教員の指導の課題に対応した【観点】として、表

１から関連するものを選択し、次頁表７のように整

理した。 

この対応した【観点】を活用した学習指導の工夫

を行うことで、議論の論点を焦点化し、それを基に

児童がお互いの意見に対して質問や感想、反対の意
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見を伝え合いながら道徳的価値に関する問題に対し

て吟味することができるのではないかと考える。 

 
表７ 「道徳アンケート調査」の結果に対応した「子どもの

思考の技法」を活用した話合いの観点 

 

２ 児童の話合いと教員の指導の課題に対応した

【観点】を活用した学習指導の工夫 

 話合い活動に対して児童と教員の認識の差が生じ

ている要因として、話合い活動が、自分の考えを一

方的に伝える活動に終始し、他者と意見や質問を交

わしながら、物事を多面的・多角的に考え、議論す

る活動になっていないことが関係していると考え

る。これに対して、児童の話合いと教員の指導の課

題に応じた【観点】を活用した学習指導の工夫を行

うようにする。 

(1) 双方向性のある対話を生み出すための【観点】 

を活用した発問をする 

 教材内容に合わせて、それぞれの【観点】をどの

ように活かすことができるかを考え、発問づくりを

行う。それぞれの【観点】を活用した発問例につい

て表８に整理した。 

 
表８ 【観点】を活用した発問 

活用した 

【観点】 発問例 

比較 

・自分と友だちの意見で同じだな、違うなと感じていること

はありますか。 

・自分と登場人物の考え方で同じだな、違うなと感じている

ところはありますか。 

・○○（登場人物）と同じ考え方、違う考え方の登場人物は

いますか。 

選択 
・意見の中で、一番納得できる考えはありますか。 

・もっとよい考えはあるかなと考えてみましょう。 

具体化 
・「例えば」と詳しく自分の考えを説明できるように考えて

みましょう。 

抽象化 

・もしも自分が○○（登場人物）ならどのように考えます

か。 

・もしも○○という状況ならあなたはどのように行動します

か。 

  

これらの【観点】を活用した発問例を基に、児童

に物事を多様な視点から考えさせるようにする。 

(2) 【観点】を児童に選択させる 

 坂本（2024）は、道徳科の授業づくりについて、

少しずつ子どもの授業への参画の度合いを変化させ

ることが大切であるとし、【観点】を教師主導で活

用することに留まらず、児童自ら活用できるように

することで、考えることが楽しい価値ある授業だと

感じることができるようになると述べている。ま

た、新川(2018)は、児童に多面的・多角的に考える

視点を身に付けさせ、積極的に活用できるようにす

ることが大切であると述べている。これらの考えを

受けて、研究授業では、特に発問をした時、グルー

プでの話合い活動の時に、「活用できそうな観点は

何か。」「どの観点を使って話し合ってみたいか。」

と問い、児童に選択させながら思考させたり、対話

をさせたりする。また、授業後に、道徳的価値に関

する振り返りだけではなく、【観点】を活用したこ

とに対する振り返りをさせ、活用したことのよさに

ついて触れている児童の振り返りを次時に共有し、

活用することに対する関心を高めるようにする。 

 以上(1)、(2)の学習指導の工夫を行うことを、研

究授業を行う前に、オリエンテーションで児童と共

有するようにする。【観点】を活用して考えること

で物事を一面的な見方ではなく、様々な視点をもっ

て考えることが大切であることについて教員と児童

が共通認識をもって研究授業に臨むようにする。 

 

Ⅴ 研究授業について 

 

１ 研究授業の内容 

○ 期 間 令和６年６月26日～令和６年７月11日 

○ 対 象 所属校第６学年（２学級50人） 
 

２ 研究授業の概要 

児童の話合いの実態と教員の指導の実態から課題

を分析し、それに対応した【観点】を活用した話合

い活動を中心とした議論を通して、児童が、物事を

多面的・多角的に考えることができるかを検証する

ために、研究授業を３時間実施した。授業の概要は

別紙に示す。（別添資料２） 
 

Ⅵ 研究授業の分析と考察 

 

【観点】を活用した学習指導の工夫は、物事を多

面的・多角的に考えることにつながったかの考察を

いかに述べる。 

(1) 児童のワークシートの記述から 

 研究授業では、教材に合わせて、【観点】を活用

した発問づくりを行い、授業を構成した。「比較」

「選択」、「具体化」「抽象化」それぞれの【観点】

に関する発問に対する授業中の児童の発言とワーク

シートの記述について分析を行った。（表９、10 に

示す。） 
 

表９ 「比較」「選択」の【観点】を活用した発問に対する

児童の道徳ノート、ワークシートの記述内容 
研究授業前 

道徳ノート記述内容 

研究授業後 

ワークシート記述内容 

内容項目 友情、信頼 

・これからは友だちと仲良くする

ためには、みんな平等に接する

ことが大切だと思った。 

 

・一緒にいて楽しいのが友だちと考

えていたけれど、○○君の意見を

聞いて、友だちのこれからの生き

方を考えて寄り添うことが友だち

質問項目 
「子どもの思考の技法」を 

活用した話合いの観点 

①友だちと話し合うときに、協力して、新

しい考えやアイデアをつくっているか。 
「比較」 

「選択」 

②自分の考えを伝えるときに、「例え

ば、」と詳しく考えて、伝えているか。 
「具体化」 

「抽象化」 
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 だと分かった。 

内容項目 個性の伸長 

・ミスすることは、はずかしこと

だけれど、はずかしがらないで

いい。 

 

・一番納得したのは、○○さんの意

見です。自分の短所も見方を変え

れば自分の長所になるかもしれな

いと考えたら、自分をもっと伸ば

せるかもしれない。 

内容項目 よりよい学校生活、集団生活の充実 

・みんなで協力したらよい集団に

なる。 

・仲が良かったり、協力できたりす

る集団だけではなく、一人一人が

できることを考えて、相手を認め

て背中を押してあげられる集団と

いう意見に一番納得した。 

 

下線部に注目すると、「比較」「選択」を活用した

発問により、検証前に比べ、自分の感じ方や考え方

だけではなく、他者の意見を受け止め、比較しなが

ら、道徳的価値に関する問題に対して思考している

ことが分かる。これは、他者との対話を通して、自

分以外の多様な価値観があることを知り、自分と違

う感じ方や考え方の視点を理解し、吟味している姿

ではないかと考える。 

 
表 10 「具体化」「抽象化」の【観点】を活用した発問に対

する児童の道徳ノート、ワークシートの記述内容 
研究授業前 

道徳ノート記述内容 

研究授業後 

ワークシート記述内容 

内容項目 友情、信頼 

・男女でほめ合うことでみんなが

仲良くできると思った。 

 

・もしも、自分がロレンゾなら、自

分のために何ができるかを考えて

くれることはうれしい。でも、自

分を信じてくれていなかったら悲

しい気持ちになるので、信じ合う

ことが大切だと感じた。 

 

内容項目 個性の伸長 

・短所があるから、長所があるし

生きてくると思いました。 

 

・もしも、自分の短所をばかにされ

たとしても、見方を変えて自分の

短所は長所にもなると考えたら、

もっと成長できると感じることが

できる。だから、私は人の失敗を

笑わないし、応援してあげた。 

 

内容項目 よりよい学校生活、集団生活の充実 

・自分に何ができるか考えること

が大切だと思った、 

・もしも、自分が原田さんの立場な

ら、自分やチームのために命をか

けてジャンプしてくれた仲間に全

力で応えたいという気持ちにな

る。ぼくもサッカーのときに、自

分のためにがんばってくれている

友達のため、一生懸命がんばろう

と思う。 

 

 

 「具体化」「抽象化」を活用した発問により、児

童は、「もしも、自分だったら、」や「もしも、○○

な状況なら、」と文脈を自分に置き換えたり、考え

られる状況を想像したりしながら、多様な視点で思

考していることが分かる。 

 このように、【観点】を活用した発問をすること

によって、児童は物事を一面的に捉えることに留ま

らず、他者や登場人物と自分の考えの共通点や相違

点を見つけて選択したり、教材の文脈の中に「自分

ならどうするか。」「○○な状況ならどうするか。」

という場面を想像したりしながら、道徳的価値に関

する問題に対する判断の根拠や心情を、様々な視点

で捉えたり、自分の取り得る行動を考えたりするな

どの多面的・多角的な思考を働かせることができた

のではないかと考える。 

 

(2) 【観点】活用についての児童の振り返りから 

【観点】を活用した発問を行うと同時に、話合い

活動時に【観点】を示し、児童に選択させながら思

考させたり、対話させたりするようにした。授業後

のアンケート調査の結果を、図１に示す。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 研究授業後のアンケート調査結果  

 

 研究授業ⅠとⅢの結果を比較すると、「よくでき

た」と肯定的に回答している児童が、42.0％増加し

た。【観点】を積極的に活用することができなかっ

たと、否定的な回答をしている児童は10.0％、「よ

くできた」と肯定的な回答をした児童の中から積極

的に【観点】を活用していることが顕著に表れてい

るＡ児、「できなかった」と否定的な回答をしてい

る児童２名の内、Ｂ児に焦点を当て、【観点】の活

用についての振り返りと、道徳ノート、ワークシー

トの記述を基に分析したことを、表12、13に示す。 

 
表12 【観点】活用についてのＡ児の振り返り、道徳ノー

ト、ワークシートの記述に関する分析 
分析対象 記述内容(〇発問) 分析 

研究授業

後の【観

点】につ

いての振

り返り 

〇【観点】を使って考えるこ

とができたか。 

・よくできた。 

 

・友だちと話すときや自分で

考える時に使うと新しい発

見があった。 

他者と対話をしたり、自

分の考えを振り返ったりす

る視点として【観点】を活

用している。 

 

 

 

 

研究授業

前の道徳

ノートの

・自分の苦手なことを長所に

変えていくことができるよ

うにがんばろうと思った。 

他者と対話をして、自分

の考えと比較している跡が

ない。 

研究授業Ⅲ

研究授業Ⅰ

【観点】を使って考えることができましたか。

よくできた まあまあできた

あまりできなかった できなかった n=50 (％) 

24.0 

66.0 

60.0 

24.0 

22.0 

6.0 

6.0 

4.0 
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記述 （振り返り） 

・誰でも関係なく、態度を変

えない。 

 

 

 

 

研究授業

後のワー

クシート

の記述 

（メモ欄） 

〇個性を大切にしている登場

人物はだれですか。 

・おじさん。理由は、「人にど

う思われたっていい。自分

が夢中になれることが見つ

かったということがすばら

しいこと。」と自分のやりた

いことをつらぬいているか

ら。 

・本当に好きだから、夢中に

なれるものを見つけること

ができた。（友だちの意見） 

・自分がしたいことは、どん

どん知りたくなる。だから

自分の長所が伸びていくと

いう意見に一番納得した。 

 

 

（振り返り） 

【これまでの自分を振り返り

ながら】 

【人の意見と自分の意見】 

・夢は一人一人ちがうからそ

れを認め合う。自分が思う

個性とは、興味や思い。才

能はみんなちがうだからそ

れがいい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「比較」を活用して、他

者との相違点を明らかにし

ている。 

「比較」を基に、これま

での自分の考えの中にはな

い新たな気づきを「選択」

している。 

 

 

 

「比較」「具体化」の

【観点】を自分から積極的

に選択して振り返りを書い

ている。 

 

 

動画記録で、Ａ児はグループでの話し合い活動の

中で【観点】を活用し、友だちに話題を提案しなが

ら積極的に発言している姿が見られた。その際、

「比較」、「選択」を活用しながら、友だちの意見に

対して、「どうしてそう思ったのか。」「なぜそう感

じたのか。」など、進んで問い返しをしたり、考え

を比較したりすることを通して、「一番納得したの

は、」と「選択」しながら考えを発見していること

から、【観点】を活用することの意味を自覚し、進

んで活用していたのではないかと考える。また、Ａ

児は、学習の振り返りを記述する際にも、自ら【観

点】を選択し、自分の考えを振り返っている。授業

後の振り返りの記述から、【観点】を選択しながら

活用する思考をすることで、対話をしながら考えを

広げたり、自分のこれまでの考えをさらに深めたり

することにつながることを実感しているのではない

かと考える。 

 
表 13 【観点】活用についてのＢ児の振り返り、道徳ノー

ト、ワークシートの記述に関する分析 
分析対象 記述内容(〇発問) 分析 

研究授業

後の【観

点】につ

いての振

り返り 

〇【観点】を使って考えるこ

とができたか。 

・できなかった。 

 

・【観点】を選んで考えること

がむずかしかった。 

自分から積極的に【観

点】を活用するところまで

は至らなかった。 

研究授業

前の道徳

ノートの

記述 

・ルールを守ることが大切だ

と分かった。 

読み物教材の内容や、登

場人物の心情理解に思考が

留まっている。 

研究授業

後のワー

クシート

の記述 

（メモ欄） 

〇どうして長野の金メダルの

方がずっしりと重く感じた

のでしょうか。 

・無記述 

 

〇あなたが原田さんなら、ど

のような思いでジャンプ台

に立ちますか。 

・仲間に感謝の気持ちをもっ

てがんばる。 

 

 

（振り返り） 

・だれかのためにがんばるこ

とができる人になりたいと

思った。 

話合い活動を行う前に、

【観点】を選択するように

促したが、メモ欄に記述の

あとは残っていなかった。 

 

 

中心発問や他の発問で

は、記述をしたり、発言し

たりする姿は見られなかっ

たが、「抽象化」を活用し

た発問を行った際には、

「自分なら、」と考え、記

述することができていた。 

 

 

 

 

動画記録でＢ児が、グループでの話合い活動の中

で積極的に発言する姿は見られなかった。また、Ｂ

児の振り返りにもあるように、グループでの話合い

活動の際や、個人思考の時間に【観点】を選択し、

それを手掛かりにすることを促したが、自分で選択

して思考することに難しさを感じていることが分か

る。授業の中で「抽象化」の【観点】を活用した発

問を促したところ、Ｂ児は、考える視点を明らかに

しながら、教材と向き合い、自分の考えを記述する

ことができた。 

このことから、児童が物事を多面的・多角的に思

考する視点を【観点】から学び、積極的に自分で活

用しながら様々な視点で考えさせるためには、【観

点】を活用した発問を通して、その思考の方法につ

いて継続的に経験させることが大切であると考え

る。 

以上の分析を踏まえて、児童が【観点】を積極的

に選択して活用したり、【観点】を基に道徳的価値

に関する問題について考えたりすることができたの

は、研究授業の事前に行った、オリエンテーション

で、【観点】を活用することで、物事を多面的・多

角的に思考することについて教員と児童が共通認識

をもつことができたからではないかと考える。 

 

Ⅶ 研究のまとめ 

道徳科の授業において、【観点】を活用した学習

指導の工夫が、道徳的価値に関する問題に対する判

断の根拠や心情を様々な視点で捉えたり、自分と違

う立場や感じ方、考え方を理解したりしようとす

る、物事を多面的・多角的に捉える思考につながっ

たと考える。また、【観点】を基に、児童が自分の

考えを一方的に伝えるだけではなく、他者の考え方

や感じ方を受け止めながら比較、検討する、議論す

る道徳科学習指導の工夫の一助になったのではない

かと考える。 
 

１ 研究の成果 

〇 児童の話合いにおける思考力と対話力と教員の

指導の課題を分析し、それに対応した【観点】を
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活用した話合い活動を中心とした学習指導を行う

ことは、児童が物事を多面的・多角的に考え、議

論する道徳科学習指導の工夫の一助となった。 

〇 物事を多面的・多角的に思考することについて

教員と児童が共通認識をもつことで、【観点】を

積極的に活用しながら、多様な視点で道徳的価値

に関する問題に対して考えることができた。 
 

２ 研究の課題 

〇 グループでの話合い活動を行わせる際に【観

点】の選択を促してはみたが、児童が自分で【観

点】を活用し、様々な視点をもって道徳的価値に

関する問題に対して思考をしたり、それに対して

他者と質問や感想、反対の意見を問い合ったりす

る姿にはつながらなかった。 

〇 教材や内容項目によって、【観点】の活用の仕

方を柔軟に変える必要があるため、【観点】の更

なる精査が必要であると考えた。 
 

３ 成果と課題を踏まえた今後の方向性 

〇 児童が、【観点】を活用することを通して、自

ら道徳的価値に関する問題に対し、様々な視点か

ら考えることができるようになるためには、【観

点】を活用した発問を問いかけることを継続的に

行い、物事を多面的・多角的に考える力の涵養を

目指していく。 

〇 教員が授業の指導計画を考える際に、【観点】

を活用してどのような発問を立てることができる

かという面からの教材分析や、話合い活動をより

活性化させるために、どのような補助発問が必要

なのかなどを考案する際の視点としても【観点】

は有効であるのではないかと考える。 

〇 所属校では、主体的に他者と考えを表現し合い

ながら、新たな気付きや発見を得たり、自らの課

題を明らかにしたりする思考を働かせた協働的な

学習を目指している。今後は、道徳科はもちろん

他教科においても、【観点】を活用した話合い活

動を中心とした学習活動の工夫を図っていく必要

がある。 
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